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歓米再遊日誌
班學博士山本一清
　此の八月上旬にスエ1デン國ストクホルム市で開かれる國際天文同盟第6回
総會へ，黄道光の初代の部長として出席の義務を感じ，昨年から其の準備を進
めつNあったが，年末から年始にかけ，内外の要務が身邊に山積し，一時は出
張が殆んど不可能と思はれ，危ふく断念しやうとした．ところが五月末に至っ
て心氣環境共に一画，V・よ歴々外遊決行するごとSなり，族舞や，船室の交渉
も迅速に渉つた．
　六月14日の夜行で京都を出獲し，東京と横濱で種々の要務をすませた後，19
日tln朝，横濱港島4號岸壁で，川崎汽船の新装船“照庶民”に乗る．
1938年6月19日（日曜日）　曇り，時々晴れ．
　船が豫定より着れて昨夕横島に入港したため，出航の時劃も不明で，只“翌
未明”とのみより知れす，止むを得す，當て推量で，6時頃出港するものとし，
4時牛宿で趙床，見由りの英子と共に，5時10分帥田騨爽の省線電車に乗り，横
濱のYMで，預けて置いた荷物を受け取り，岸壁に画けつけた．しかるに，船
は今正に岸を離れ，解燃しやうとしてるる危機一髪の時なので，急にランチに
飛び乗り，見止りの人々に挨拶もそこ々々，本船に乗り移った・正に6時20分！
　船は1934年に北歓で作られ，昨年我が國で改装された優秀船で，総トン欺64
00トン，しかも連れが太平洋の虞女航海である由，と聞く．
　天氣は8分通りで，時々日光が漏れるばかり，風は北，波も少々あり，船は
午后に外洋へ出でて，ウネリが可なり彊い．
　同船者は榊戸商大出生岡野正忌のみ．
　本日正午の船の位置，束純140。33！5，北緯35。07．
6月20日　（月曜日）　　忌日曇り，　氣温は～令芝京．
　正午の鷲の位置，東経146。13’，北緯38。20ノ．
　昨日からのウネリは今日午后になって梢々おさまる．朝9時頃，船のエンジ
ンが止まったので，不審に思ひ7穂いて見たら，ゾルヴのリベトがゆるんだの
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を修理したのだとの事．東京小口氏より醍電至る．
　午后4時から6時までの闇に同就船フロリダ丸（南米航路）を抜く．この鷲は18
日に三三を出たものである・
6月21臼（火曜日）　曇り，波静か・
　正午の船の位置，東経152。55ノ，北緯41017，氣温水温共に14。C．
　午前中，各：方面へ手紙と御禮歌とを書き，それより，欧洲での族程の研究を
始める．今度の外三族行は，非常時國策のため，款費を制限されてるるので，
三二FI程の定め方も，中々むつかしい．
　齋藤，晶晶氏より來電．
6月22図（水曜目）　曇り．
　船の速度が速く，毎日の時計の進め：方も甚だしいので，食事の時刻も實に忙
しい．それで，自分だけは，ボーイに無理を言って，朝は8時にキャビンの中
で，ト1ストとコiヒ，おi書は正午に船長たちと一所に食堂，晩は特に時刻を
1時間くり下げて，18時にたべることと定めた・
　無線のニウスによれば，今夏，南米ペル1から我が日本へ文化使節が來朝す
る由．それでは，或は此の使節團巾には，自分が昨年あちらで御世話になった
ガルシや博士等も居られるか知れないし，どうしても痴れは…つ自分も出來る
だけ接待をしなければなるまいと，切りに考へる．
　正午の船の位置，東純159。3⑪！，北緯43。27ノ，温度12。C．
6月23ヨ（木曜日）　霧のため，船は笛を吹きづめ．
　正午の船の位置，東経166。02ノ，北緯45。09ノ．温度8。．
　急に塞くなって來たので，キャビンの中に三三ヒ1タ1を入れ，着物は2赦
重ねる．外には雪らしいものが降ってみる・
　愈杜の三二で，船はキ’ユバ島のババiナ港へ寄ることNなったので，ニウヨ
1ク入港は出定より邊れるらしい．之れでは自分の族程にも差支へて來るので
攣更して，ロスアンゲレ・ス港に上陸し，それからニウヨ1クへ陸行しやうかと
いう々々考へる・
6月24日（金曜騒）　曇り・
　正午の船の位置，曲目171。29！，北緯46。1Y，氣温9。，水温8。．
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　終日，船室内で黄道光の報告材料を整理する．東京の英子より來電・
6月25日（土曜則　　薄曇り．
　正午の船の位置，東純178。05！，北緯47。55ノ，航走短時亭均15浬89．
　誠に呑氣で，船田下遇してみるやうな感じである．二日，黄道光の報告内容
の調査考究．英子へ着獲電。
　塞が晴れなV・ので，天膿観測は望み少し．
第2の6月25日　（やはり土曜日）　曇り．
　昨日中に180。の経度線を越えて，西孚球に入ったので，今日も亦25日で，土
曜日．この日，正午の船の位置は西経173。07ノ，北緯48。03’，航程335浬，温度
は9。．
　宅にみると，此の頃は多忙で，殆んどうヂオのニウスなどは久しく聞V・たこ
とは無かったが，船に乗り込んで，多少暇が出來たため，毎日何日となく無線
室に飛び込んで，ニウスを聴く．
6月27臼　　（日曜目）　　　曇り・
　正午の船の位置，西紅164。23ノ，北緯48。0ノ，昨日より航走350浬・
　温度は9。．今日も黄道光の報告整理に費す．
　夜は，三三として牧野氏から頂いた大塚氏筆のマルコ傳講義を讃む．素人教
師の熱心に大に動かされる．
月27日（月曜臼）　曇り．
　3i三午の船の位1置，　西経156049！，　iヒ糸拳47011〆．　P乍日よvJ苅光看呈31G餌1・
　今日から，ストクホルム愈議で詰むべき黄道光の報告を，室内でタイプし始
める．途に22時までかXる．吉田氏へ獲電．
6月28日（火曜目）　曇り．
　正午の船の位置，西経L48。41／，北緯45。47！．昨日よvJの航程333浬・
　もはや桑港へ1270浬となった・一自分は，回れが第6回目の太雫洋横圏1で
あるが，静かで，呑i氣な，好い船を逡んだため，毎旧まことに愉快で，殆んど
自宅に休暇を取ってみるやうな感じである・和服で，和食で，日本風呂に入っ
た生活のま玉，アメリカに近づきつXある．
　午后，夕食までに，黄道光の報告文を4部タイプし絡つた・回れで，一つ肩
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の荷が降りた氣がする．室外の氣温9。．海一Lは微風で，波は無V・・
6月29日（水曜日）
　正午の船の位置，西経143。20’，北緯414・。46’，
　急に温度が上昇して來た．正午の氣温17。，水温14。である．それで，今日か
ら室内のヒ1タ1を止める．二三日前から舷に攣なものが二ってるると思った
が．今日岡野君が水を汲み上げて見たところ，之れは皆珍らしいクラゲの類で
あった・實に引しくて，林の中の木ノ葉のやうに多い．
　桑港の富澤氏に來る2日到着の由打電する・叉，英子よりは，九月のペル1
文化使節團接待員に：内定した旨の電報が來た．
　三日，荷物の整理と：分類とに忙しい．夜は手紙をかく．
6月30日（木曜昌）　曇り．
　正午の船の位置は，西経135。35’，北緯44。06ノと，．船橋から報告されたが，緯度の
方が一寸怪しい’久しぶりの血膿観測によるといふことであるが，温度は釜々
高く，氣温は正午に20D，水温は17。．室内では，シャツの上にセルー枚となる．
船は手均毎時15マイル以上で，誠によく走る．そして風は追風であるから，波
は可なりあるけれど，殆んど揺れない．
　今日も，荷物の整理と，論文のダイビング．
7月珀（金曜日）
　正午の船の位置，西経128。37，北緯41。11！，昨日より航程354浬．
　海上は白波が立って，風は可なり強V・けれど，丁度それは北西風で，船を追
って來てるるため，動揺は殆んど無く，それに時々日光が雲間からもれて，晴
れやかである．
　今日も朝から論文のコピ1を澤山タイプした．．それから荷物の入れ換へや
ら，いろいろ．明日の正午過ぎに桑港へ入港する豫定なので，何となく氣忙し
い・温度は，氣温が18。，水温が160・船も調子‡く，毎時15マイル以上を走っ
てみる．
7月2日（土曜日）　曇り．
　正午の船の位置，西細122032，北緯＋37。47！5，氣温水温共に13。．
　いよ々々今日は久しぶりで午前中から，左舷に陸が見え，午后には金門｛攣に
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入港，15時頃，桑港の第45號丁丁に着V・た・丁度此の船の傍らに・同じ三野の
ノルエ1丸が着いてみる．此のノルエ1丸は，昨年の今頃，我々の日食観測器
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　械と共に柴田堀井二君がぺ
桑港，オ1クランド濁のi橋
ル1へ往航の時に乗った船
で，特になつかしい・幸ひ
昨年來おなじみの船長にも
會つた・あちらも誠に此の
奇遇に驚いてゐられた．
　岸壁まで出迎えて下さっ
た富澤氏に蓮れられて，散
歩のため上陸し，日本人街で買物などし，YMCAを訪ね，それから・富澤氏
に別れ，岡野君と二入でヤマト・ホテルで晩餐を食し，後，蹄船した・
7月3日（日曜日）　晴れ．
　休日で，今日は船の荷役をしないため，全三三かである・自分は又，岡野君
と十時頃から外出して，15時頃に三三し，手紙など書いた．夜は船中の燈火も
ないといふ徹底した休みぶりなので，ボ1イに石油ランプをつけて貰って，夜
は讃書す．
7月4日（月曜日）　晴れ．
　今日は米國に於ける最大祭日だる“濁立記念日”である．しかし，約束によ
1ケ噛で1・扇ぎから絆i難麟
i’IFBfiにわた凝し南進を見i羅・圏
た．官吏や陸海軍除から，男
女の諸團艦に至るまで，いろ
々々な實演しながら衡路を練　　お江戸の魚岸に湘1目すうか“桑港の魚市場”
り歩く有様は，面白かつた・
　船は午前中に荷役を絡つたので．13時頃から出帆の準備にとりかNり，14時
天暴209 殴米再遊日誌 35：3
過ぎ愈々離岸，金門漕橋の下をくy“つて，外海へ行進しk．
7月5日（火曜日）
　正午の船の位置，西tWllgo51’，北緯十31。13’．氣温18，水温17。．
　室は曇ってみるが，お●
だやかな海を船は走る．
左舷にはカリフオルニヤ
の晴れやかな海岸の山や
町々が見え，大小の船も
行き交ふ．16時頃にはN
YKの大洋丸が三って行
くのとも會つた．
　午后にサング・バ1バ
ラ海峡を通り，ロスアン
??
??
?
?????，???
攣　　　　隷，A　灘．　　　　齢
、撒、．　・一
?? ，?
　　　　　　　　　　　　　　　　　林立すろ石油櫓
ゲレス港帥ちサンピ1ドロ町に入港した・之れで愈土自分は永く慣れた照川丸
に別れを告げ，難解の槍査を絡つた後，マツダ・グロ】サの車に逡られて，ロ
スアンゲレス市のミヤコ・ホテルに入った．
　　　　　　　　　　　　鉛の　同位棄
　アクチニウム嶋の放射能元素の比率を求めるためにも，プロト・アクチニウ
ムの原子量決定のためにも，アクチニウム・ウラニウムの牛齢岡期を決定する
ためにも，地球の年齢を算定するためにも，ウラニウム鉛の同位素成分を矢llる
ことは大切である．近頃，ドイツのJ．Mattallch，　V．　Hauk三三は，肇化鉛
の研究によって，
　Irf］　｛一立　＄・　　　204，　　　206，　　　　207，　　　　208　　ヵ；，
　それぞれ　1．15　24．55　21．35　52．95％
だけ含まれてみる．回れにより，ウラニウム鉛の原子量は207・21となり，1937
年度の國際原子量と一致する．
　之れに封し，普通の鉛は，同位素206，207のものが，それぞれ95．1％及び
4．9％含まれてみるので，全髄の原子量は206．01となる．〔Nat．3557〕
